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1.Excel 出力

1-1�Expage ランタイム概要

Expage ランタイムは、Excel で設計した帳票テンプレートに、データソースから取得したデー

タをテンプレート上に定義した変数に設定して、Excel ファイルを出力するランタイム製品で

す。

1-2.Excel バージョン

帳票テンプレートとして使用できる Excel は以下のバージョンで作成されたものに限ります。

Microsoft Excel 2010/2013/2016/2019

※ Microsoft Office 365、Microsoft Office Mobile は動作保証外です。

1-3.Excel ブック

帳票テンプレートとして使用できる Excel は、以下のものに限ります。

拡張子が .xlsx / .xlsm の Excel ブック

1-4.Excel 機能制限

帳票テンプレート内で使用できる Excel の機能は以下の通りです。

セル

図形

画像

グラフ

テーブル

これらの機能は、変数として定義することで、データソースから取得したデータを出力するこ

とができます。変数の定義方法は「２．Excel テンプレート」をご覧ください。

1-5. 資源ファイル作成と実行手順

Expage ランタイムでは、Expage ランタイム用に資源ファイルを作成する必要があります。作

成手順は以下の通りです。(完成版の資源ファイルは、"帳票資源フォルダ \sample\15_Excel

帳票 "に保存されています。)

① Excel テンプレートの用意

Excel ファイルに帳票テンプレートとなるシートを作成します。
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図：Excel シート上での帳票設計

変数の定義方法は「２．Excel テンプレート」をご覧ください。

作成した Excel ファイルは、作業ディレクトリ内の form フォルダ内に配置してください。

②ジョブの新規作成

マネージャのツールボタン [ 新規作成 ] をクリックして、ジョブの新規作成ダイアログを開き

ます。

図：ジョブの新規作成ダイアログ

[帳票名 ]、[ジョブファイル名 ]を入力します。

[フォームタイプ]で[Excelテンプレート]を選択して、[OK]ボタンをクリックすると、「Excel

ファイルとシートの設定」ダイアログが起動します。
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図：Excel ファイルとシートの設定ダイアログ

テンプレートとして使用する Excel ファイルを、[Excel ファイル ]に設定します。[シート ]

欄に Excel ファイル内のシート名が一覧表示されますので、テンプレートとして使用するシー

トを選択します。[OK] ボタンをクリックすると、マネージャ上に作成された資源ファイルが

表示されます。

図：マネージャ - ジョブ新規作成後

③マッピング

マネージャ上のジョブとデータファイルリストの”O01_sheet_p1.csv”が選択された状態で、

ツールボタン [データマップ編集 ]をクリックします。

図：データマップエディタの選択ダイアログ
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[ フォームファイル ]と [データファイル ]が設定されていることを確認し、[OK] ボタンをク

リックしてください。

データマップエディタが起動し、[変数名 ]リストに Excel シートに定義した変数名が表示さ

れます。

図：データマップエディタ

変数を出力したいデータにマッピングします。マッピング方法は、「データマップエディタの

操作」をご覧ください。

図：データマップエディタ – マッピング後

④テスト実行

マネージャ上のジョブとデータファイを選択した状態で、ツールボタン [ 実行 ] をクリックす

ると、実行ダイアログが起動します。
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図：実行ダイアログ

[実行ランタイム ]の [Expage] を選択して、[プレビュー ]ボタンをクリックします。

Excel が起動し、出力された帳票が表示されます。

図：出力結果

<< 注意 >>

Expage ランタイム用に作成した資源ファイル ( ジョブの新規作成ダイアログで [ フォームタ

イプ ] を [Excel テンプレート ] に設定した資源ファイル ) は、他のランタイムで使用するこ

とはできません。また、ジョブの新規作成ダイアログで [ フォームタイプ ] を [ フォームファ

イル ]に設定した資源ファイルは、Expage ランタイムでは使用できません。
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2.Excel テンプレート

Expage ランタイム用の帳票設計は、Excel ファイルのシート上で行います。テンプレートとし

て使用するシート内には、以下の Excel 機能を Expage の変数として扱うことができます。

セル

図形

画像

グラフ

テーブル

各機能を変数として定義する方法は以下の通りです。

2-1�変数定義：セルの文字列

Excel テンプレート上のセルに、入力データから取得した文字列を出力することができます。

セルを変数として定義するには、文字列として

CFV 変数名

を設定してください。（固定文字列「CFV」の後に変数名を続けます。）

図：セルの変数定義例

上の図では、「セル 1」「セル 2」という２つの変数が定義されます。

セル変数に設定されたフォントやカラーなどの書式設定は、そのまま出力されます。

ただし、セル内の文字列の一部のみ書式を変更した場合には、変数として扱うことはできませ

ん。
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図：一部の文字に対して書式を変更した例

上図では、「セル」の部分だけフォント色を変更しているため、変数と判断されません。

■複数行マッピング

セル変数に複数行のマッピングデータを出力する場合は、Excel テンプレート上のセルの書式

設定で「折り返して全体を表示する」を設定してください。

図：セルの書式設定ダイアログ（Excel2013 の例）

■表示形式

・セル変数に表示形式（数値や通貨など）を設定することは可能です。

ただし、日付または時刻を設定する場合は、入力データをシリアル値にする必要があります。

・マッピングしたデータをもとにグラフや小計付きテーブルを出力する場合、セルの表示形式

を数値に設定してください。
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2-2. 変数定義：図形内の文字列

Excel テンプレート上の図形内の文字列に、入力データから取得した文字列を出力することが

できます。

図形内の文字列を変数として定義するには、文字列として

CFV 変数名

を設定してください。（固定文字列「CFV」の後に変数名を続けます。）

図：図形文字列の変数定義例

上の図では、「図形 1」「図形 2」という２つの変数が定義されます。

<< 注意 >>

Expage ランタイムの出力では、図形のサイズは変更されません。入力データ量によっては、

図形内に収まらない場合があります。

2-3. 変数定義：画像

Excel テンプレート上の画像を、入力データで指定した画像ファイルに置き換えて出力するこ

とができます。

画像を変数として定義するには、図形の書式設定で代替テキスト (Excel2013 以降の場合、説

明欄 )に

CFV 変数名

を設定してください。（固定文字列「CFV」の後に変数名を続けます。）
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図：画像の変数定義例（Excel2013 の例）

■画像変数で出力可能な画像種別

画像変数で出力可能なフォーマットは以下の通りです。

・BMP ファイル

・TIFF ファイル

・JPEG ファイル

なお、入力データによって指定する画像ファイルのフォーマットは、Excel テンプレート上で

配置する画像ファイルと同じフォーマットのみ可能です。

■画像の書式設定の制限

Excel テンプレートの画像変数に設定された書式は、そのまま出力されます。

ただし、以下の設定をした画像は変数として出力できません。

・アート効果

・図の修正（シャープネス、明るさ、コントラスト）

・図の色（彩度、トーン）

・透明色を指定

2-4. 変数定義：グラフ

Excel テンプレート上のグラフデータに、入力データから取得したデータを出力し、グラフ描

画へ反映させることができます。

グラフを変数として定義するには、名前ボックスに

CFV 変数名

を設定してください。（固定文字列「CFV」の後に変数名を続けます。）
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図：グラフの変数定義例（Excel2013 の例）

グラフのデータ範囲内のすべてのセルには、サンプルとなる文字列または数値（データソース）

を必ず設定してください。プロットエリアには、数値を設定してください。データソースが設

定されていないセルは、ダミーデータが出力されます。

■グラフのデータ範囲

グラフに使用できるデータは、同一シート内のみに限ります。

■グラフのマッピングデータ

グラフ変数にはマッピングされた入力データが、グラフのデータ範囲セルに出力され、その値

がグラフに反映されます。

なお、グラフの凡例と項目を入力データから取得したい場合には、凡例と項目も含めてグラフ

変数としてマッピングしてください。

図：グラフの凡例と項目を含めてマッピング
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また、凡例と項目を含めてマッピングする場合には、グラフ変数を選択した状態で右クリック

メニューの [ グラフ変数設定 ] をクリックします。グラフ変数設定ダイアログが起動しますの

で、[凡例項目と軸ラベルを入力データから取得する ]にチェックを入れてください。

図：グラフ変数設定ダイアログ

以下のような出力結果になります。

図：グラフの凡例と項目を入力データから取得した場合の出力結果

<< 注意 >>

グラフ変数が参照するセルに関数(数式)が設定されている場合、そのセルに対してデータマッ

プエディタによるマッピングはできません。

2-5. 変数定義：テーブル

Excel テンプレート上のテーブルに、入力データから取得したデータを出力することができま

す。また、入力データ量に応じて、テーブルサイズを伸長することもできます。

テーブルを変数として定義するには、テーブル名に

CFV 変数名

を設定してください。（固定文字列「CFV」の後に変数名を続けます。）
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図：テーブルの変数定義例（Excel2013 の例）

なお、テーブル変数内のすべてのセルには、サンプルとなる文字列または数値を必ず設定して

ください。集計など計算を行う場合は、数値を設定してください。

■テーブルのマッピングデータ

テーブル変数にはデータ行と見出し行に入力データを出力することができます。

図：テーブルの見出し行を含めてマッピング

見出し行を含めてマッピングする場合には、テーブル変数を選択した状態で右クリックメ

ニューの [ 表オブジェクト詳細マッピング ] をクリックします。表オブジェクト詳細マッピン

グダイアログが起動しますので、[先頭行を見出しに使用 ]にチェックを入れてください。

図：表オブジェクト詳細マッピングダイアログ



14

Create!Form V11 Excel 出力設定

[ 先頭行を見出しに使用 ] を設定することで、テーブル変数にマッピングしたデータの 1 行目

を見出し行に出力することができます。

出力結果は以下の様になります。

図：テーブルの見出し行を入力データから取得した場合の出力結果

■テーブルの最小サイズ

テーブル変数は、入力データの行数によってテーブルサイズが下方向に伸長します。

ただし、Excel テンプレート上で定義したテーブルサイズよりも入力データ行数が少ない場合

には、テーブルサイズが小さくなることはなく、空の行として出力されます。

図：テーブルの定義サイズより入力データ行数が少ない場合の出力結果

■テーブル変数使用時の制限

テーブル変数は入力データ行数に応じて下方向に伸長します。そのため、テーブル変数の下に

帳票のデザイン（画像や図形などのオブジェクトの配置、セルの結合や計算の設定など）をす

ることはできません。

■テーブル変数使用時の印刷範囲

テーブル変数が入力データ量に応じて伸長した場合、シートの印刷範囲も追加行数分だけ広が

ります。

次ページの図のように Excel テンプレートにテーブル変数を定義し、印刷領域を設定します。
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図：印刷領域の設定

入力データ量に応じてテーブルが伸長した場合の出力結果は以下の様になります。

図：印刷領域の拡張

(完成版の資源ファイルは、"帳票資源フォルダ\sample\15_Excel帳票"に保存されています。)
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■テーブル変数における関数の設定方法

Excel テンプレートのテーブル変数に関数を設定することによって、出力ファイルのテーブル

でも関数を使用することができます。

Excel テンプレートに関数のオートコレクトを有効にした状態で関数を設定する、または同じ

行のセルを参照する関数を設定し Expage ランタイムを実行した場合、テーブル変数の伸長に

よって追加された行には、追加行数に応じて参照するセルが更新された関数が設定されます。

図：オートコレクト有効時の出力結果

図：同一行セル参照時の出力結果
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関数のオートコレクト無効、または行ごとに異なる関数を設定し Expage ランタイムを実行し

た場合、テーブル変数の伸長によって追加された行には、1 行目の関数で参照しているセルと

同じセルを参照する関数が設定されます。

図：オートコレクト無効時の出力結果

追加行数に応じて数式内で参照するセルが変化する関数を使用する場合は、関数のオートコレ

クトを有効にした状態で関数を設定、または同じ行のセルを参照する関数を設定してください。

<<Tips>>

関数のオートコレクトを有効にするには、

[Excelのメニュー]-[ファイル]-[オプション]-[文章校正]-[オートコレクトのオプショ

ン ]-[ 入力オートフォーマット ]-[ 作業中に自動で行う処理 ]-[ テーブル変数に数式をコ

ピーして集計列を作成 ]にチェックを入れてください。

図：Excel オートコレクト設定画面（Excel2013 の例）
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■テーブル変数における関数の制限

テーブル変数における関数の使用には、以下の制限があります。

・テーブル変数が入力データ量に応じて伸長した場合、追加された行にはテーブル変数の 1

　行目の関数が設定されます。テーブル変数の 1行目に関数が設定されていない場合、追

　加された行に関数は設定されません。

図：テーブル伸長時、1行目の関数を設定

・テーブル変数の関数が設定された列にデータマップエディタによって入力データをマッピ

 ングした場合、出力ファイルのテーブルには入力データではなく関数が設定されます。入

 力データを出力したい場合は、Excel テンプレートの該当列から関数を削除してください。

2-6.Excel テンプレートの制限

Excel で設計する帳票テンプレートには、以下の制限があります。

・1シート内に定義できる変数の数：999 個まで

・変数名の文字数：127 文字まで

・同名変数：同一シート内に同名変数を定義することはできません

・1シート内に定義できるテーブル変数の数：1個

・計算の元データなど、数値として値をマッピングしたい場合は、あらかじめセルの書式設   

 定で数値として設定してください
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3. 帳票種別

3-1. 改ページ

3-1-1. 概要

帳票を出力するとき、1 枚のレイアウトから複数のページを出力する改ページ機能が

あります。

改ページ機能を利用することで、データファイルの内容に応じて複数ページの帳票を

出力することができます。

Expage の場合、入力データによって発生した改ページ処理では、新たなシートが

追加されます。

図：改ページ処理によるシートの追加（1ページ目）
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図：改ページ処理によるシートの追加（2ページ目）

3-1-2. 改ページの設定方法

入力データソースが CSV 型もしくは TXT 型の帳票の改ページを実現する方法は

以下の通りです。

・改ページコードによる改ページ

・改ページ文字による改ページ

・行数による改ページ

上記の設定方法の詳細は、「3.5: 改ページとフォームの切り替え」の「改ページ」をご覧くだ

さい。

<< 注意 >>

フォームファイルタイプの資源ファイルの改ページとは異なり、テーブルオブジェクトを

使用している可変明細帳票においても、上記の方法で改ページを設定します。

入力データソースが XML 型を使用したときの改ページの設定方法は上記と異なり

ます。XML 型の帳票の改ページ設定については「5.XML での改ページ設定について」を

参照して下さい。

入力データソースが DB 型の場合、改ページの設定はできません。

テーブルオブジェクトの「先頭行を見出しに使用」を設定している場合、改ページが発生する

度に先頭データが見出しデータとして出力されます。
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図 :入力データ例

図 :出力結果 (1 ページ目 )

図 :出力結果 (2 ページ目 )

3-2. マルチフォーム

Expage 用の資源ファイルにおいても、フォームファイルタイプの資源ファイルと同様にマル

チフォームを設定することができます。

マルチフォームの詳細は、「3.5: 改ページとフォームの切り替え」の「マルチフォーム」をご

覧ください。

なお、Expage の場合、マルチフォームとして設定できるシートは同一 Excel ファイル内に定

義されたものに限ります。

以下に、マルチフォーム（シングルデータ）による Expage 用資源ファイルの作成手順を説明

します。

(完成版の資源ファイルは、"帳票資源フォルダ\sample\15_Excel帳票"に保存されています。)
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① Excel テンプレートの確認

マルチフォームとして利用する 2つのシートを定義した、Excel ファイル "帳票資源フォルダ 

\tut\expage\form\O08_list_fix.xlsx”を Excel テンプレートとして使用します。

図：1つ目のフォームに利用するシート「O08_list_fix_ 表紙」

図：2つ目のフォームに利用するシート「O08_list_fix_ 社員リスト」
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②資源ファイルの新規作成

シングルフォームの帳票と同様に、シート「O08_list_fix_ 表紙」をテンプレートに指定して

資源ファイルを作成します。

③１つ目のユニットのマッピング

データファイル O08_list_fix_cover.csv を使用して変数をマッピングします。

図：シート「O08_list_fix_ 表紙」のマッピング

④ジョブユニットの追加

マネージャの [ジョブユニット作成 ]ボタンをクリックします。

[ ジョブユニットの作成 ] ダイアログが起動しますので、[ マルチフォーム ] を選択し、シー

ト「O08_list_fix_ 社員リスト」を選択します。

図：ジョブユニットの作成ダイアログ

⑤２つ目のユニットのマッピング

データファイル O08_list_fix_member.csv を使用して変数をマッピングします。
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図：シート「O08_list_fix_ 社員リスト」のマッピング

⑥実行確認

データファイル O08_list_fix.csv を選択して、ランタイム実行ダイアログを起動します。[実

行ランタイム ] の [Expage] を選択して、[ プレビュー ] ボタンをクリックすると、入力デー

タ３ページ分 (3 つのシート )を含んだ Excel ファイルが出力されます。

図：出力結果 (1 シート目 )
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図：出力結果 (2 シート目 )

図：出力結果 (3 シート目 )
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3-3. マルチデータソース

Excel テンプレートの 1シートに対して、複数のデータソースから取得したデータを出力する

ことができます。

マルチデータソースの設定方法はフォームファイルタイプの資源ファイル作成と同じです。詳

細は「3.5: 改ページとフォームの切り替え」の「マルチデータソース」をご覧ください。
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4.Excel プロパティ設定

4-1�概要

Expage ランタイムでは、Excel ファイルのプロパティに任意の文字列を設定することができま

す。Excel ファイルのプロパティは、[ファイル ]-[ 情報 ]-[ プロパティ ]-[ 詳細プロパティ ]

から確認できます。

設定できるプロパティは以下のプロパティです。

・タイトル

・サブタイトル

・作成者

・管理者

・会社名

図：Excel ファイル [詳細プロパティ ]画面

4-2. 設定方法

Excel プロパティを設定する手順は以下となります。

1. マネージャを起動します。

2. プレビューモードでジョブを選択し、右クリックメニューの[ジョブプロパティ] をクリッ

クします。

3. ジョブプロパティダイアログの [概要 ]タブをクリックします。

4. 各テキストボックスに Excel プロパティに設定する文字列を入力します。

5.[OK] ボタンをクリックし、ジョブプロパティダイアログを閉じます。
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図：[概要 ]画面

<< 注意 >>

タイトルの初期値にはジョブを作成した時の「帳票名」の値が設定されます。

[概要 ]タブの各テキストボックスに値が設定されていない場合、出力ファイルには Excel テ

ンプレートのプロパティ値が設定されます。
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